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オ
ー
プ
ン
ま
で
あ
と
一
ヵ
月
と
な
っ
た
新
川
文
化
ホ
ー
ル
。
建
物

は
す
で
に
完
成
し
、
現
在
は
角
川
を
利
用
し
た
親
水
公
園
や
遊
歩
道

の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
川
文
化
ホ
ー
ル
は
建
物
だ
け
を
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雄

大
な
立
山
連
峰
や
角
川
な
ど
の
身
近
な
自
然
と
現
代
建
築
の
調
和
が

文
化
ホ
l
ル
な
の
で
す
。

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
心
を
休
め
に
来
て
く
だ
さ
い
。
感
動
を

さ
が
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。
日
月

1
目
、
新
川
文
化
ホ
ー
ル
は
あ
な

た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ザコ

て

ま

a 



ここから異世界がはじまる

自と緑のクリスタルガーデン

ー
愛
称
の
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ホ
ー
ル
」
に
ち
な
ん

で
、
ミ
ス
し
ん
き
ろ
う
の
村
上
久
美
子
さ
ん

に
、
オ
ー
プ
ン
を
目
前
と
し
た
ホ

l
ル
の
魅

力
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
案
内
役
は

開
館
準
備
室
長
の
谷
岡
雄
一
き
ん
で
す
。
l

a
v
-
-

谷
岡
ょ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ど
う
で
す
か
、
第
一
.
印
象
は
。

村
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
す
ご

く
大
き
い
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
全
体
的
に
シ

ッ
ク
と
い
う
か
、
落
ち
つ
い

た
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

谷

間

そ

う

で

す

ね
。

ベ
ー
ジ
ュ
を
基
調，

と
し
て
い
ま
す
し
、
山
な
み
ロ
ビ
ー
は
グ
レ

!
、
柱
な
ど
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
た
ま

ま
の
様
な
状
態
に
し
て
あ
り
ま
す
。
あ
る
意

味
で
は
地
味
と
言
え
る
の
か
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
は
、
建
物
が
人
間
を
圧
倒
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
設
計
者
の
基
本
的
な
考
え
方

が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
演
じ
る
人
、
観
る

人
が
自
然
に
気
持
ち
を
高
め
て
い
け
る
、
そ

し
て
自
分
自
身
の
感
動
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

を
建
物
に
付
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
。

クリスタルガーデンを抜けると
山なみロビーが広がる

村
上
荘
重
な
音
楽
、
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
い
ろ
ん
な
色
が
浮
か
び
そ
う
で
す
ね
。

感
動
へ
の
通
路

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ー
デ
ン

a 

村
上
入
口
か
ら
の
熱
帯
樹
の
庭
園
は
ム

ー
ド
が
あ
り
ま
す
ね
。

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に

来
た
時
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
通
る
ん
で
す

よ
ね
。
谷
岡
熱
帯
樹
と
水
の
流
れ
、
外
に
は
雄
大

な
立
山
連
峰
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
公

園
が
広
が
り
ま
す
。
二
十
五
m
を
歩
き
な
が
ら
、

普
段
の
生
活
と
は
異
な
る
世
界
へ
来
た
ん
だ
と

実
感
し
て
い
た
だ
く
所
で
す
。
公
演
へ
の
期
待

感
も
自
然
に
高
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

終
わ
っ
た
後
は
、
感
動
の
余
韻
を
し
み
じ
み

と
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

村
上
こ
こ
に
入
る
の
に
お
金
は
:
・
。

谷
岡
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。
公
園
と
ガ

ー
デ
ン
、
展
示
物
を
ご
覧
に
な
る
だ
け
で
も

楽
し
い
ひ
と
時
が
過
ご
せ
る
は
ず
で
す
。



沈み込む座席

オペラなどでのオーケストラビット

谷
岡
き
あ
、
こ
こ
が
大
ホ

l
ル
で
す
。

舞
台
の
広
き
、
音
響
・
照
明
設
備
な
ど
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
一
流
の
も
の
で
す
。

村
上
映
画
に
出
て
く
る
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

み
た
い
で
す
ね
。

こ
の
一
番
う
し
ろ
の
席
で

も
舞
台
が
遠
い
と
い
う
感
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

谷
岡
長
方
形
で
天
井
が
高
い
で
す
か
ら

ど
の
場
所
で
も
舞
台
が
良
く
見
れ
ま
す
し
、

明
瞭
な
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
両
側
の
木
製
パ

ネ
ル
は
県
内
初
の
残
響
可
変
装
置
で
す
。
閉

じ
た
状
態
で
残
響
が
二
・
一
秒
、
開
く
と
て

五
秒
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容
に
よ
っ
て
最
適

の
残
響
を
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

村

上

二

重

扉
の
せ
い
か
と
て
も
静
か
で

す
ね
。
椅
子
も
す
わ
り
心
地
が
い
い
で
す
よ
。

谷
岡
完
全
防
音
で
す
し
、
舞
台
に
は
県

民
会
館
の
二
倍
近
い
音
響
反
射
板
が
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
本
当
に
雑
音
の
な
い
観
客
席

へ
、
ま
さ
し
く
生
の
音
が
反
響
し
て
い
く
ん
で

す
。
車
い
す
席
や
親
子
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
一
同

汗
を
流
し
ま
す

村
上
本
当
に
す
ご
い
所
な
ん
で
す
ね
。

で
も
、
こ
れ
を
運
営
し
て
い
く
の
っ
て
大
変

で
し
ょ
う
ね
。

谷

岡

こ

こ

の

ス

タ

ッ
フ
は
県
民
会
館
や

日
生
劇
場
で
十
分
経
験
を
積
ん
で
き
て
い
ま

す
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
新
鮮
な
感
覚
で
、
ホ

ー
ル
の
能
力
を
十
分
活
用
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
新
し
い
魅
力
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
利
用
さ
れ
る
方
々
が

本
当
に
来
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
知
恵
と
汗
を
し
ぼ
っ
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

村
上
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
是
非
見
に
来
た
い
で
す
ね
。

演劇、小演奏会用の小ホール (300席)

a 

野点、も行えます



企
最
新
の
音
響
設
備

h
p
舞
台
横
の
操
作
盤

11月のオープン記怠事業
チケットガ残り少なく怠っています。良い席はお早めに。

予定期日 内 合目、 場 所

H6 

11. (火) 堀正文と N響室内合奏団 大ホール

11.2附，...__，3鯛 劇団フロンティア ・雪ん子劇団 小ホール

11. 3 件舟 松山バレエ団「眠れる森の美女」 大ホール

11.3伺，...__，13(日) 大平山濡展 展示室
(入場無料)

11. 6 (日)
クラシックファンタジー

大ホール
~吹奏楽夢の競演Big4コンサート~

11. 10 (ボ
劇団四季

大ホール
「クレージーフォーユー」

11. 14 (月)
コンコードジャズフェステイノぐル

大ホール
インジャノマン '94

11. 20 (日)
子供ミュージカル

大ホール l劇団文芸座「イワンのばか」

11. 23 停泊 バレエパフォーマンスイン新川'94 大ホール

11. 26(土)
秋を彩る富山県生け花展

展示室
，._， 27 (日) (入場無料)

11. 27 (日)
洗足学園オペラ

大ホール
「へンゼルとグレーテル」

〉

-文化教室

・華道 ・茶道 ・書道

・てん刻

・フラワーアレジメント

・合唱 ・琴 ・ピアノ

・体操 ・ダンス ・気功

.着付け

く利用申込 受 付中

大ホール ・小ホールは

もちろん、20mX50mの

大展示場や会議室・和室

のご利用をお待ちしてお

ります。

新川文化ホール岱23-1123

(休館日 10月31日まで土・日曜日、祝日1
11月1日から毎週火曜日 / 

a 

-問い合わせ



農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

日
月
5
日
オ
ー
プ
ン

昨
年

9
月
か
ら
六
郎
丸
地
内
で
建
設
さ
れ
て
い
た
「
魚
津
市

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
が
、
い
よ
い
よ
日
月

5
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

-
』
の
施
設
は
、
農
村
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
と
健
康
増
進

を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
総
工
費
約

3
億

8
千
万
円
、

鉄
筋

2
階
建
で
す
。
多
目
的
ホ

l
ル
や
和
室
会
議
室
な
ど
が
完

備
し
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑧
⑧
⑨
⑮
⑧
 

o
多
目
的
ホ
l
ル

4
8
1
M川

農
産
加
工
室
一

i
i
r

調
理
実
習
室

-

i

!

I

o
生
活
改
善
室
(
洋
室
)

企多目的ホールではビーチボールやバレーボールも楽しめる

o
和
室
会
議
室

o
研
修
室
(
洋
室
)
6
3
M川

③
⑧
⑨
⑧
⑮
 

o
開
館
時
間

午
前
9
時
1
午
後
日
時
(
た
だ

し
、
ロ
月
か
ら

2
月
の
冬
期
間

は
午
後
9
時
)

0
使

用

料

無

料

(
た
だ
し
、
多

目
的
ホ

l
ル
の
冷
暖
房
使
用
に

限
り

1
時
間
5
0
0
円
)

0
休
館
日

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
休
日
の

翌
日

・
年
末
年
始

(
ロ
月
初
日

1
1
月
3
日
)
・
お
盆

(
8
月
比

日
j

m
日
)

0
利
用
受
付

叩
月
凶
日
ま
で
市
農
林
振
興
課

叩
月
初
日
以
降
伶
刈
桂
川
改
善

魚津市議会定例会

9月E義会
9
月
市
議
会
定
例
会
は
、

9
月

7
日
か
ら
辺
自
ま
で
の
時
日
聞

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
、
平
成

6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
初
議
案
で
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
決
算
認
定
を
除
き
、
原
案
ど
お
り

可
決
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

a 

議
決
さ
れ
た
案
件

o万
円
。

衛
生
費
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金

7
8
0
万
円
、

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
8
、

7
0
0
万
円
。

農
林
水
産
業
費
緊
急
稲
作
渇
水

対
策
事
業
費
8
4
0
万
円
、
果
樹

産
地
機
能
増
進
生
産
基
盤
整
備
事

業
費
5
、
4
0
0
万
円
、
県
・
市
単

独
土
地
改
良
整
備
事
業
費
5
、
7

0

0
万
円
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
一
般
会
計

禰
正
予
算

5
億
1
、
4
0
5
万
8
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

1
5
7
億
2
8
3
万
9
千
円
と
す

る
も
の
で
、
補
正
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

民

生

費

保

育

所
整
備
費
7
5
0

万
円
、
妊
産
婦
医
療
助
成
費
1
6

J 



申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

魚
津
市
六
郎
丸

1
0
6
2
番
地

g
n
l
0
6
6
0
 

巴動
l l 

江口~住吉間

等
学
校

新
川
高

10月28日午前10時30分開通式

案内図• 富山労災病院

長い間開通が望まれていた一般国

道 8号魚津バイパス(江口~住吉間

4 .1km)が、いよいよ 10月28日に開通

します。当日は、10時30分に開通現

地式典が行われ、パレードのあと一

般開放となります。

ノぐイパスの工事は、建設省が昭和

60年度に着手、途中一部暫定的に供

用していましたが、今回で念願の全

線開通となりました。

ノくイパスの開通は、 慢性化した国

道 8号線の交通混雑を解消すると共

に、北陸自動車道魚津I.Cのアクセ

ス道路として有効に生かされるもの

と思われます。

く〉ル
事
業
費
7
7
0
万
円
。

土
木
費
湯
上
地
内
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
費
1
、
5
0
0
万
円
、

市
道
維
持
及
ぴ
改
良
事
業
費
4
、
，

2
5
0
万
円
、
市
道
平
沢
線
災
害

防
除
事
業
費
1
、
0
1
0
万
円
、
小

型
除
雪
車
購
入
費
5
5
0
万
円
、

小
河
川
及
び
準
用
河
川
整
備
費
4
、

1
0
0
万
円
、
橋
り
ょ
う
維
持
費

6
7
0
万
円
、

早
月
川
緑
地
公
園

築
造
事
業
費
4
8
0
万
円
、
都
市

計
画
道
路
馬
出
町
友
道
線
並
び
に

魚
津
本
江
線
の
測
量
調
査
費
4
0

0
万
円
、
大
光
寺
地
内
い
こ
い
の

広
場
整
備
費
3
、
3
0
0
万
円
。

教
育
費
新
川
文
化
ホ
ー
ル
関
連

整
備
費
2
、
5
1
0
万
円
。
吉
島
小

学
校
大
規
模
改
造
事
業
実
施
設
計

料
7
2
0
万
円
、
公
民
館
類
似
施

設
設
置
補
助
金
3
4
0
万
円
。

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
魚
津
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

l
「
助
産
費
」
を
「
出
産

育
児
一
時
金
」
に
改
正
し
、
支
給

額
を
一
件
当
た
り

M
万
円
を
ぬ
万

円
に
引
き
上
げ
る
。
そ
の
ほ
か
医

療
保
険
等
に
関
す
る
改
正
及
び
付

添
看
護
・
介
護
に
係
る
給
付
の
改

正。マ
魚
津
市
妊
産
婦
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

l
医
療
助

成
と
な
る
対
象
疾
病
に
切
迫
早
産

を
追
加
。

マ
魚
津
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い

てマ
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

鉢
地
区
及
び
東
城
第
2
地
区

a 

案

件

同
.:0: 

思

任マ
江ぇ魚、命魚
津に津
幡Z市つ市
浜い教
謙1経て育
回同委
次じ16意員
番会
氏地の

委
貝

の

決
算
特
別
委
員
会
委
員

。

野

崎

栄

吉

津

崎

義

敬

朝

野

彰

二

清

水

修

三

稗
苗
清
士
口

(
。
委
員
長

〈
敬
称
略
〉

O
関

口

衛

菊

池

達

贋

清

河

貢

朝

野

幹

子

竹

内

進

O
副
委
員
長
)



叉

wu-え
さ
さ

僧
え
続
け
る
医
療
費

国
保
の
加
入
者
1
人
当
た
り
医

療
費
の
推
移
を
見
る
と
、
毎
年
確

魚津市国保の年間 1人当たり医療費

600 

(全体)

2犯 618
(一般)

693.029 

千円

400 

300 

200 

700 

500 

み
ん
な
の
国
保

保
険
年
金
課
保
険
係

(単位:円)

フじ

突
然
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
る
国
民
健
康
保
険
(
以
下

「
国
保
」
)
。
普
段
か
ら
加
入
者
が
お
金
を
出
し
合
い
助
け
合

う
制
度
で
す
。

年
々
増
え
続
け
る
医
療
費
は
、
国
一保
財
政
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
、
あ

な
た
の
健
康
と
国
保
を
守
り
ま
す
。実
に
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
5
年

度
の

1
人
当
た
り
総
医
療
費
は
、

3
6
6
、

2
5
7
円
で
、
県
下
で
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。
ま
た
、
老
人

の
医
療
費
だ
け

を
み
て
み
る
と
、

全
体
の

2
倍
以

上
と
な
っ
て
い

ま
す
。高
齢
化
社
会

を
迎
え
た
今
、

今
後
も
医
療
費

が
増
え
続
け
る

こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
医
療

費
の
増
大
と
と

も
に
大
き
く
な

る
の
は
加
入
者

の
み
な
さ
ん
の

負
担
で
す
。

5 4 3 2 

100 

告
白

E
1
0
1
1

医
療
費
は

無
駄
な
く
大
切
に

医
療
費
が
増
え
る
と
、
保
険
税

を
引
き
上
げ
医
療
費
支
出
を
賄
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を

持
っ
て
、
医
療
費
を
よ
り
有
効
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

-
上
手
な
受
診
の
ポ
イ
ン
ト

一一一-84Y
回
一お
a
F
4

司、、

診

な
りげw
h
f

・一め

夜
、
話
係
伊
一
例

酌
凶
器
l一間

開
問
側
聞
薬

重複受彰はやめよう

医
療
費
僧
大
を
ス
ト
ッ
プ

魚
津
市
で
は
、
加
入
者
の
み
な

さ
ん
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
増
や

さ
ず
、
医
療
費
の
増
大
に
少
し
で

も
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
医
療

費
適
正
化
対
策
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
医
療
費
通
知
(
毎
月
)

-
1
日
成
人
病
ド
ッ
ク

.
レ
セ
プ
ト
点
検
の
強
化

.
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

a‘ 

保
険
者
証

更
新
の
お
知
ら
せ

平
成
6
年
刊
月
1
日
か
ら

新
し
い
保
険
者
証
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
保
険
者
証
は
、

「
枠
の
色
が
水
色
」
と
な

っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
者
証
は
、
地

区
の
区
長
を
通
じ
て
各
世
帯

に
配
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

保
険
税
未
納
世
帯
に
つ
い
て

は
、
直
接
交
付
し
ま
す
の
で
、

保
険
年
金
課
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

国
保
加
入
世
帯
で
配
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、
保
険
年
金

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(医療費適正化特別対策事業)

10月17日(月)

(雨天中止)

市役所正面ロビー

午前9時

0コース西布施公民館出発-

布施の里-桜峠探訪(約 7km) 

(西布施公民館と市役所聞はマ

イクロパスで送迎)

o昼 食各自用意

炉問い合わせ先

市保険年金課保険係

含 23-1 0 1 1 

健康づくり歩こう会

日

0集合場所

0集合時間

0期



魚
津
市
民
文
化
祭
¥匡

美
術
部
門
/
イ

芸
術
の
秋

あ
な
た
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

-
部
門

o
一
般
の
部

・
第
1
部
:・
絵
画(
日
本
画
、
洋
画
)

-
第

2
部
・:
書

-
第
3
部
・:
彫
刻

.
第
4
部
・:
工
芸

.
第
5
部
:
・写
真

0
教
育
の
部

(
小
・
中
学
生
)

図
画

・
書

・
工
作

・
応
募
資
格

魚
津
市
内
に
在
住
す
る

者
、
ま
た
は
通
勤
通
学
者

及
び
魚
津
市
出
身
者

-
応
募
方
法

①
応
募
は
一
般

・
教
育
の

部
と
も
に
、
一
人
2
点

ま
で
。

②
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
る
。

③
教
育
の
部
の
作
品
は
、

学
校
で
取
り
ま
と
め
て

応
募
す
る
。

-
作
品
規
格
(
一
般
の
部
)

①
日
本
画

・
洋
画
は
刊
号

以
上

m号
以
内
で
、
額
装
を
し

た
も
の
(
掛
軸
の
出
品
は
不
可
)
。

②
書
は
額
ま
た
は
枠
張
り
で
、
日

号
以
上
引

m×
m
m以
内
と
し
、

縦
横
と
も
自
由
(
て
ん
刻
に
つ

い
て
は
制
限
な
し
)。

③
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し
。

④
写
真
は
カ
ラ
ー

・
白
黒
と
も
に

半
折
以
上
。
組
み
写
真
は
、
四

ツ
切
り
以
上

m
m
×

m
m以
内

パ
ネ
ル

、
枠
装
、
額
装
と
す
る

(
ガ
ラ
ス
張
の
出
展
は
不
可
)
0

.
表
彰

0

一
般
の
部
・
:
市
展
大
賞

・
市
展

賞

・
市
議
会
議
長
賞

・
各
種
協

力
団
体
賞

・
市
奨
励
賞

。
教
育
の
部
・
・・参
加
賞

.
申
込
書
の
提
出
期
限

日
月
汎
日
(
日
)
正
午
必
着

.
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

mu
n
-
-
0
4
5
 

※
作
品
展
示
は
、

日
月
同
日
(
金
)

か
ら
お
日
(
水
)
ま
で
新
川
文
化
ホ

ー
ル
で
行
い
ま
す
。

ま
な
び
ピ
ア
と
や
ま
例

第

6
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

魚
津
市
は
、
富
山
会
場
で
行
わ

れ
る
生
涯
学
習
見
本
市
に
出
展
し

ま
す
。
ま
た
、
マ
ナ
ビ
ィ
広
場
で

は
、
魚
津
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
が

8
日
に
、
せ
り
込
み
蝶
六
保
存
会

が
9
日
に
出
演
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

第

6
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
富
山
県
事
務
局

8
0
7
6
4
|
仏

|
3
4
3
7

0
開
催
期
間

平
成

6
年

m月
6
日
(木
)

i
m日
(
月
・
祝
)

0
開
催
地

富
山
市
・
高
岡
市
・
黒
部
市

砺
波
市
・
小
杉
町

市
役
所

申
し
込
み
期
間

0
/
3
(
月

)
i
e
H
(金
)

初級(高卒程度) 上級(大卒程度)
職

土木技師 保 健 官需 種

. . . . 
有す 測に昭昭 方保健婦 に昭 H召 戸〉ι，.
量生和和 ( 生和和
る士ま 5248 取得 ま 4844 
者補れ年年 のれ年年 験

i得I以 た 4 4 見格資た 4 4 
上方月月 込 方月月 資
見の 1 2 

)可 有すを
1 2 

格資 日日 日日 格
込 まか まか
豆を でら る でら

1名程度 1名程度 人数

魚津市役 --.11 ・魚 10 ・
試

者 1 月 2津月 l 験

の次上旬次役市 23次
日

み合試 日試 場所
所)格 験所亘験

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
職
員
係
企
お

l
1
0
2
0

a 



お問い合わせは市下水道課ft23-1038

ガソリン ・灯油や農

薬などの

危険物は流さないで
ください。

汚水ますには油やゴ

ミがたまり、詰まり

やすいので定期的に

清婦しましょう。

下水道は正しく使いましょう

台所の生ゴミをくだ

いて下水道へ流す

ディスポーザーは禁

止してい

ます。

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
は

3
年
以
内
に

台
所
や
浴
そ
う
な
ど
か
ら
の
生

活
排
水
の
「
た
れ
流
し
」
が
、
川

や
海
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
生
活
排
水
を
浄
化

し
、
川
や
海
、
い
の
ち
の
水
を
守

る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
完
成

に
は
多
額
の
経
費
と
長
い
年
月
を

必
要
と
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
下
水
道
で
す
。
市

の
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、

3

年
以
内
に
、
ご
家
庭
か
ら
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る

「
排
水
設
備
工

事」

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

下
表
の
指
定
工
事
庖
で
設
計

・

見
積
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
内

水洗便器は流水部が

曲がっています。

トイレには異物を流

さないでください。

洗たく排水は

汚水ますヘ

流してください。

水は節約しましょう。

資源のむだ使いです

し、汚水も増えます。

容
を
よ
く
検
討
し
、
確
認
の
う
え

契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

市
下
水
道
課
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
ヘ

接
続
ず
み
の
万
ヘ

下
水
道
に
も
使
い
方
が
あ
り
ま
す

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
何
で
も
下
水

道
に
流
し
て
い
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
油
が

固
ま
り
、
下
水
管
が
つ
ま
っ
た
り

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ふ
き
と
っ

て
か
ら
洗
う
な
ど
、
下
水
道
を
正

し
く
使
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

上・下水道の使用料を

口座振替で納付されている方ヘ

[上下水一一の方|
上水道のみご利用の方 | 

下水道のみご利用の方 j 

すべて、預金通帳の表示は

「ジ‘ョウゲスイ」 となっています。

ご了解ください。

給
・
排
水
設
備
指
定
工
事
庖
(的
刺
殺
工
事
指
定
庖
)

朝

野

工

業

(

株

)

本

新

M
|
0
3
7
5
 

石

倉

配

管

宮

津
払

1
3
6
1
7

0
石
原

設

備

工

業

所

本

江

2
1
2
9
2
4
 

伊

東

住

設

六

郎

丸
泊
ー
0
4
5
2

0(有
)
岩
田
設
備
工
業

印

田

辺
1
2
6
9
0

上

回

設

備

配

管

本

町

U
I
0
7
1
5
 

(
事
大
谷
配
管
工
業
所
黒

・
中
新

日
ー
2
3
5
7

大

沢

設

備

火

の

宮

町

辺
ー
2
7
1
7

0
河

崎

設

備

工

業

吉

島

μー

2
3
1
2

0
慶

野
住
設
(
株
)
北
鬼
江

泊
ー
2
6
2
5

0
後

藤

配

管

所

浜

経

団

泊
ー
6
8
0
7

0
三
共
設
備
工
業

8
北
鬼
江

Mー

1
3
5
0

0
三

水

大

光

寺

出

1
6
2
6
8

0
菅

沼

組

村

木

町

n
l
0
4
5
3
 

0
ス
ペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
村
木

mー
6
1
3
3

0
高

松

工

業

上

口

辺
ー
0
5
4
5

0
(有
)

宝

田

配

管

所

印

田

辺
ー
2
6
8
7

0
ダ
イ
シ
ン
設
備
(
株
)

浜

経

団

μー

5
6
1
1

0
宥
)
寺
崎
設
備
工
業
所
石
垣

辺
ー
8
4
6
9

0
宥
)中

谷

配

管

工

業

黒

・三
日
市

回
ー

0
4
0
7

。
畠

山

工

業

(

株

)

吉

島

辺
ー

5
3
3
0

浜

田

配

管

工

業

蛇

回

泊
ー

7
0
3
8

馬

場

設

備

岡

経

団
辺
ー

5
9
2
2

0
(有
)

麿

瀬

設

備

横

枕

辺
ー
8
1
9
7

麿

瀬

管

工

業

所

有

山

Mー

6
8
1
5

0
(有
)

福

田

設

備

青

島

mー
9
1
8
7

(

株

)

北

陸

共

和

浜

経

団

但
ー
3
9
1
1

0
北
陸
水
道
工
業

8
黒

・
前
沢

臼
ー
0
8
3
8

(
株
)
北
陸
プ
ラ
ン
ト
建
設
道
坂

辺
1
8
2
8
0

0
8マ
ツ
バ
ラ
工
務
庖
本
江
新
町

Mー

0
9
0
8

丸

田

工

業

(

株

)

黒

・
中
新

内

M-
1
6
3
8

(

株

)

丸

八

北

鬼

江
mー
1
3
1
1

0
(替
水
環
境
セ
ン
タ

ー

吉

島

弘
ー

7
7
1
1

0
三

輪

工

業

所

吉

野M
l
1
4
7
0
 

宮

川

配

管

新

角

川辺
1
5
8
3
3

森

内

配

管

工

業

緑

町

辺
ー

5
5
5
7

0
富
山

本

総

合

設

備

江

口

nー
9
8
8
1

0
ユ
ウ
ホ

l
設
備

8
釈
迦
堂

辺
ー

5
7
1
1

0
吉

枝

工

業

(

株

)

黒

・三
日
市

臼
ー
0
2
4
3

吉

田

配

管

所

仏

国辺
ー
2
4
8
4

有

)

吉

崎

設

備

本

新

μー

7
1
1
6

... 



市
で
は
、
昭
和
何
年
度
よ
り
実

施
し
て
き
た
魚
津
駅
西
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
設
定
さ
れ

た
保
留
地
の
う
ち
、
次
の
土
地
を

処
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
付
ま
す
。

O
土
地
の
位
置
・
処
分
価
額
等

別
図
の
と
お
り
で
す
。

。
申
し
込
み
期
間

叩
月
3
日
か
ら
日
月
白
日
ま
で

O
申
し
込
み
の
で
き
る
人

魚
津
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
勤
務
地
が
市
内
で

魚津駅西地区土地区画整理事業

保留地処分見取図

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
申
し
込
み

者
が
居
住
地
ま
た
は
使
用
地
と

す
る
人
に
限
り
ま
す
。

。
申
し
込
み
者
が

2
人
以
上
の
場

合
は
抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
し
ま

す。

。
資
格
審
査
及
び
通
知

都
市
計
画
課
に
あ
る
申
込
書
に

よ
り
届
出
し
て
い
た
だ
き
、
資

格
審
査
の
結
果
、
抽
せ
ん
人
指

定
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

。
処
分
時
期

処
分
時
期
は
日
月
上
旬
に
予
定

し
て
い
ま
す
が
、

第
通
知
し
ま
す
。

。
そ
の
他

保
留
地
処
分
に
は
若
干
の
制
限

事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
都
市

計
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

去」い。

期
日
決
定
次

処分地位置 地積 処分価格

217ゃロック
汀l' 円

A 
7ロット

257 23，309，129 

B 
217、、ロック

197 16，836，408 
11ロット

申し込み・問い合わせ

市都市計画課 合23-1030

ミス9ーワリ-~内ゴミひとくち講座⑦

布類のリサイクルの巻
私たちが日常よく使っていながらあまりリサイクルを考えていな

いもの、それが布類なのじゃ。

我が国の繊維製品の生産量は年間200万トン、そのうちリサイク

ルされるのはわずか売の20万トンにすぎないのじゃ。 また、各家

庭 1年聞の繊維購入量は平均30kg、家庭に眠っている量は10年分

の300kgにもなると言われておる。その中でも大半を占めるのが古

着じゃ。古着は友人や親戚に使ってもらうのが一番身近なリサイ

クル。しかし、そのほとんどはゴミとして捨てられているのが現

状じゃ。もったいないのう。

布類はリサイクルされ軍手やモ ップ、車の内装材、カーペット

など様々な物になり再利用されておる。魚津市の資源回収団体も

平成 5年度に40，328kgも布類を回収してくれたそうじゃ。ありが

たいのうノ布類も貴重な資源、いま一度再利用を考えて下きれよ。

それでは、今月の講義はこれまで。また来月会おう。

」ーL......， ーー」ーー

A 

お

わ

び

「
ゴ
ミ
指
定
袋
制
と
資
源
ゴ
ミ
の
収
集
」
に
つ
い
て
は
、

8
月
号
で
実
施
決
定

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
正
式
に
は
、
ロ
月
議
会
で
実
施
に
む
け
た
条
例
改
正

の
議
決
を
得
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
説
明
不
足
な
点
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
町
内
説
明
会
で
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
多
く
の
質
問
や
意
見
を
検
討
し
、

実
施
に
む
け
た
調
整
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。



話題
お知らせく ださい。

広聴係 ft23-1015 おさるのかごや

ビッグ:バンドの競演
新川吹奏楽祭「フェスティパル・オブ・

ミラージユ」が、 9月23日、市民会館大

ホールで聞かれました。

しんきろうの見える街の音楽祭として

すっかり定着したフェスティパルは、今

年で11回目。新川地区の小学生から社会

人まで11のビ ッ夕、、バンドが参加し、華麗

なアンサンプルを聴かせてくれました。

地元の吉島小学校フ、、ラスパンド部は、

アメリカ民謡メドレーやテレビアニメの

主題歌「オラはにんきもの」など軽快な

演奏を披露し、会場からさかんな拍手を

あびていました。

嶋崎滞切匂断続向精桶鵠4

25周年

青少年ホーム祭

a 



音楽室を夜間開放
今年の 2月に完成した東部中学校

別館の音楽室が、 9月14日から夜間

開放されました。音楽室を一般開放

するのは県内で初めてで、練習会場.

の確保に苦労する市内の音楽グルー『

プから、大変喜ばれています。

開放初日の14日には、アマチュア

バンド「ら・こんせーる・のくちゅ

ーる」のメンバーが練習に集まり、

防音設備のある音楽室て¥思い切り

演奏を楽しんでいました。夜間開放

は、月曜から土曜までの午後 6時か

ら9時までで、申し込み制となって

います。

申し込み先社会教育課

ft23-1045 

自

若衆が燃えた

~5の
地域の催しものなど、

企画広報室広報

9月14日、 「魚津八幡宮のみこし祭り」

が行われ、旧魚津町の各町内から10台の 議

みこしが繰り出しました。 を
金ぱくを張りつめ、天女などの装飾が 3 
ほどこされたみこしは、重き 1t前後。 キ
高さ 3m、長きは10mにもおよぶ豪華な

もの。30人前後の若衆が、 「ヤッツァオ

レ」のかけ声のもと、威勢よく町内をか

つぎ回しました。

クライマックスは、八幡宮の拝殿への

猷灯。みこしは、勇壮に階

りました。

:':;.Ä~・~... }み?以

明るい街は私たちの子で…
地域安全活動推進魚津市民大会が9月

18日、市民会館で防犯協会の役員など約

300人が参加して聞かれました。

決起集会では、横田秀雄防犯連絡部会

長が「お互いに助け合い、明るく 豊かで

住みよい街にしていきます」と決意表明。

洗足学園防犯レディーズの西田友美きん

がこれまでの活動をふり返り「この経験

を人生の糧にしていきます」 と体験発表

しました。また女性フォーラムではテレ

ホンクラブや家庭のしつけなど切実な問

題について活発な討論がかわされました。

参加者は地域の安全活動の重要性を再認

識していました。
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極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
水
泳
印

m
自
由
型
で
優
勝
し
た

田
中
智
宏
さ
ん
(
幻
歳
経
団
中
町
)

.、つy
あのベ

このク仏

グ血Aム ニr.~， ..r9'戸 a

lTヶー 41が〉ぢ

三三~;~~~~~)-;~=;-.~~F主主

「
自
分
の
力
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
の
か
、

気
軽
な
気
持
ち
で
出
場
し
ま
し
た
」
と
話
す

田
中
き
ん
。

9
月
4
日
か
ら
日
日
ま
で
北
京

で
開
か
れ
た
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
水
泳
競
技
に
出
場
。

印

m

自
由
型
で
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
ピ

ッ
ク
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
の
大

会
は
、
今
回
が

6
回
目
で
、
ア
ジ
ア
・
南
太

平
洋
諸
国
か
ら
必
か
国
が
参
加
。
水
泳
の
ほ

か
に
、
陸
上
、
卓
球
な
ど
の
種
目
が
あ
り
、

日
本
か
ら
は
幻
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

「
本
当
は
、
競
泳
よ
り
水
球
が
得
意
な
ん

で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
田
中
さ
ん
。
小
学

3
年
か
ら
高
校
ま
で
続
け
た
水
球
は
、
県
代

表
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

2
年

前
に
交
通
事
故
で
左
足
を
負
傷
し
、
今
は
、

リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
週

1
1
2
回
は
市
営
プ

ー
ル
で
泳
い
で
い
ま
す
。

「
大
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ブ

カ
オ
の
選
手
と
意
気
投
合
し
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

の
交
換
を
し
た
ん
で
す
よ
」
世
界
中
に
友
人

が
で
き
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
と
話

す
田
中
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
2
年
後
の
ア
ト

ラ
ン
タ
。
水
泳
だ
け
で
な
く
、
シ

ッ
テ
ィ
ン

グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
や
り
た
く
て
、
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
」
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め

ざ
し
た
田
中
さ
ん
の
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

てい親威の家を回ってたくさん食べたり、飲んだりし

て、クリスマス祝歌を歌ったり、お庭でクリケ ット

やバレーボールなどをやります。

私は夏休みによく家族と海でキャンプしたり旅行

したりしました。お正月も夏休みの途中となり、多く

の人は12月31日の夜に友達でノぞーティーをやって12日寺

になったら大騒ぎします。シドニー港のそばで花火

が見えて、いろんなクラブやレストランではノマーテ

ィーが行われます。

毎年 1月にシドニ一市内

の公園ではオペラやシンフ

オニーを無料でライブをや

って見に行く人はお弁当や

ワインなどを持っていった

り美しい音楽を聴きながら

暖かい夏の晩を楽しみます。

きれいな海のお正月を経

験してみたかったらどうぞ

シドニーへ。(9月12日)

魚津の夏か5三ノ|込ニーの夏ヘ
(魚津市国際交流員 へレン・ケネディ)

私が魚津に来て暑い夏を過していたらシドニーの夏

のことが頭の中に浮んで来ました。ですからシドニー

の夏を皆さんに紹介したいと思っています。

シドニーの夏を考えるとまず思いつくのはクリスマ

スです。オーストラリアは南半球にあるからクリスマ

スは夏にあります。11月の終りから、もうクリスマス

が来るぞという気分で家族や友達にあげるプレゼント

を買い始めたりクリスマスカードを書いたり、サンタ

クロースもショ ッピングセンターやテ。パートに来てい

て子供たちはサンタに会うのを楽しみにしています。

12月になったらクリスマスツリーを立てて飾るのです。

学校ではクリスマスパーティー、コンサート、 卒業式

などの楽しい行事があって、夏休みは12月の半ばから

2月の初めまで6週間になります。

クリスマスの日は子供たちが早く起きてクリスマス

ツリーの下においてあるプレゼントに夢中になるので

す。一番大切なことは家族に会うことでよく家族全員

a 



青
春
い
き
い
き

大
村

つ?正3
企恵ぇ
ノu さ
寺
ん

21 
歳

新
川
文
化
ホ
l
ル
開
館
準
備
室
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今
年
3
月
に
短
大
を
卒
業
し
、

8
月
か
ら
勤
務
し
た
ば
か
り
の
新

前
で
す
。
ま
だ
、
毎
日
が
勉
強
の

連
続
で
す
が
、
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
零
囲
気
の
中
で
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

に
所
属
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹

い
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
記
念

の
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

理
想
の
男
性
で
す
か
ー
ー
い
っ

し
ょ
に
い
て
気
を
つ
か
わ
ず
、
楽

し
く
さ
せ
て
く
れ
る
人
。

一
元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
ワ
ち
ゃ
ん

貫
和

佑
馬
く
ん

美
咲
ち
ゃ
ん

木
下
新

重
平

(
清
秀
・
陽
美
き
ん
夫
妻
の
長
男
)

平
成
5
年
2
月

お

日

生

ま

れ

(
克
美
・富
恵
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

平
成

5
年
2
月

刊

日

生

ま

れ

• 

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

素
直
な
女
の
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

す
な
お
で
、
元
気
に
育
っ
て
ね
。

水8気箇おもυ§面制ω ②

初秋から晩秋にかけ、休日には角川の河口はハ

ゼ釣りを楽しむ人でにぎわっ。簡単な道具で誰で

も釣れるのがハゼ釣りの魅力といえる。水の澄ん

でいる時などは見釣りもできる。

一般に簡単に釣れる魚はうまくないと言われる

が、マハゼは例外で、魚津でカンギスとも呼ばれ

るように天ぷらにすると大変うまい。

本種の寿命は、成長の早い一年のものと、成長の

遅い二年のものがいるといわれる。かつて漁港で

20cm近くもある大型のハゼ、を初夏の頃採取したこ

とがあるが、おそらく後者の二年生だろうと思われる。

このように身近で、興味深い魚だが、水族館の水

槽で展示するとなると意外と難しい。河口や下流

でよく見られるため、川魚として何度か淡水槽で

泳がせてみたが、長期の飼育ができない。図鑑で

は、「本種のすみかは主に内湾から河川の汽水域で

なかには純淡水域にまで入るりと記されているが、

やはり海水の方が好きなのかもしれない。

そんな折に角川中流部の本流からそれた支流で、

しかも水田横の小川で このハゼを手だもでたく

さん捕まえた時は少し驚いた。

マハセマ〉生態については まだまだわからない

ことが多い。

セJ¥ マ

大
海
寺
野
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こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

g
m
1
2
4
0
2
 

-
-
m
月
の
行
事
|

|

古
ク
ッ
キ
ン
グ

日
日
(
土

)

1
時
ぬ
分
j

こ
ば
と
母
親
ク
ラ
ブ
の
お
母
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
作
り
ま
す
。

合
ビ
l
チ
ボ

l
ル
大
会

初
日
(
土

)
2
時
よ
り
(
申
し
込

み
は
お
日
ま
で
し
て
ね
)

※
詳
し
い
事
は
、
こ
ば
と
児
童
セ

ン
タ
ー
ま
で
グ

(
休
館
日
)

毎
週
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日

市

民

会

館

催

物

病

u
n
-
-
3
0
2

血

大会婦魚津市 会う
老第
部、 宇枝吹中津市魚
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海
区
漁
業
調
整
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
調

整
し
た
海
区
漁
業
調
整
委
員
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次
に
よ
り

行
い
ま
す
。

V
縦
覧
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
魚
津
市
役
所
内
)

V
縦
覧
期
間

日
月
却
日
j
日
月
3
日

V
間
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

合
お

1
1
0
2
2

受
講
生
募
集

や
さ
し
い

英
会
話
教
室

国
際
交
流
員
へ
レ
ン
と
一
緒

に
英
会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
0

・
日
時
叩
月
M
日
(
月
)
・
幻
日

宋
)
・
訂
日
(
月
)
・
日
月
2
日
(
水
)

7
日
(
月
)
・
凶
日
(
月
)
(
6
回〕

・
時
間
午
後
7
時
1
8
時
日
分

・
定
員

ω名

・
受
講
料
無
料

V
申
込
・
受
付

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流
係

岱
お

l
1
0
1
7

(
日
月
6
日
よ
り
受
付
)

育
料
道
路
通
行
料
金
の

障
害
者
割
引
が
砿
大

こ
れ
ま
で
、
肢
体
不
自
由
の

方
が
自
ら
運
転
し
有
料
道
路
を

通
行
す
る
場
合
、
通
常
の
料
金

の
半
額
の
割
引
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
日
月
1
日

よ
り
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
次
の

方
も
割
引
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

0
全
て
の
身
体
障
害
者
が
自
ら

運
転
す
る
場
合

0
重
度
の
身
体
障
害
者
又
は
重

度
の
精
神
薄
弱
者
を
乗
せ
て
、

介
護
者
が
運
転
す
る
場
合

※
割
引
措
置
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
市
の
窓
口
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

V
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

合
幻

1
1
0
0
5

平
成

7
年
度

「
富
山
県
民
手
帳
L

発
行

県
勢
資
料
か
ら
身
近
な
生
活

情
報
ま
で
使
い
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
く
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。

・

価

格

1
冊
4
2
0
円

・
申
込
期
限
叩
月
お
日

・
申
込
方
法
地
区
で
回
覧
さ

れ
る
申
込
書
で
、
区
長
を
通

じ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
間
合
先
市
総
務
課
行
政
係

合
お

|
1
0
1
9

サ
ー
ビ
ス
業

基
本
調
査
に

ご
協
力
を
/

日
月
1
日
現
在
で
サ
ー
ビ
ス

業
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業

を
営
む
事
業
所
の
従
業
者
数
、

事
業
収
入
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

日
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

V
間
合
先
市
総
務
課
行
政
係

宮
お

|
1
0
1
9

危
険
物
取
扱
者
試
験

甲
種
・
乙
種
全
類

丙
種
日
月
日
日
(
日
)

魚
津
工
業
高
校
ほ
か

叩
月
3
日
(
月
)
j

m
日
(
木
)

受
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会

・

期

日

乙

・

甲

種

目

月

初
日
宋
)
・
幻
日
(
会

丙
種
目
月
ロ
日
(
水
)

・
場
所
魚
津
勤
労
者
会
館

V
申
込
・
間
合
先

市
消
防
本
部
8
M
l
0
2
9
5

種

目

-
試
験
日

・

場

所

・

受

付

就
学
時
健
康
診
断
の
ご
案
内

平
成

7
年

4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の

健
康
診
断
を
左
衰
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

・
該
当
者
昭
和
臼
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
元
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

小学校名 健診日 受付時間

大町 10月26日ヤ同 13時00分

村木 11月8日(火) 12時40分

住吉 11月8日(火) 12時40分

上中島 11月10日休) 12時30分

松倉 10月20日(ホ) 12時45分

上野方 11月16日(水) 13時00分

本 江 10月27日(柑 12時30分

片 目 11月2日(水) 12時50分

=にと1 島 11月15日(火) 13時30分

道下 11月14日(月) 13時00分

ドJ土又 田 10月24日(月) 13時00分

坪野 10月20日(木) 12時45分

西布施 10月26日休) 13時00分

-健診会場は各小学校です。

ft 23-1 044 

魚
津
市
で
は
、
幻
世
紀
を
め

ざ
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
基
本
方
針
と
な
る
、

「
魚
津
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
、
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

-
都
市
計
画
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
お
願
い

対
象
者
は
、
初
歳
以
上
の
皆

さ
ん
の
中
か
ら
、
無
作
為
抽
出

で
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
都
市
計
画
課

g
n
l
1
0
3
0

血



禁
漁
の
お
知
ら
せ

イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
・
戸
ユ

な
ど

-
禁
漁
期
間
(
全
域
)

甲マ サ ア ニイアヤ
色

ンワママ
vマ

種
ス ケ 二L スナゴメ

平成 年周 1 平成 平成 i 平成
をヲ主さ主

6 
が 別採特l 
766  7 6 

漁、i年 必(年年 i年 年年
12 8 要 捕獲 6 12 10 10 2 10 期
月月 月月月月 月月
31 1 すで捕許に 15 1 7 1 末 1 間
日日 )可は 日日日日 日日

jご寄付ありがとう にff: iZE 
ございましたく敬称船三 区の

~;::~..域 禁

は漁

月

日
か
ら

本町一丁目 20，000円

有山 50，000円

新角川二丁目 100，000円

火の宮町 3，000円

砂善意銀行へ

松本ミサヲ

広瀬 正孝

(尚石坂きよ

田中

日
月
白
日
ま
で
の
期
間
、
禁
漁

と
な
り
ま
す
。

片
目
(
川
・
布
施
川
|
富
山
地
方

鉄
道
線
鉄
橋
下
流
端
j
河
口
よ

り
上
流
6
0
0
m
地
点
の
区
域

角
川
|
国
道
8
号
線
角
川
橋

下
流
端
i
J
R
北
陸
本
線
鉄
橋

上
流
端
の
区
域

-
間
合
先
市
農
業
水
産
課
水

産

係

宮

お

|

1

0

3

3

用
水
路
の

減
水
と
断
水

県
で
は
、
用
水
路
改
修
工
事

の
た
め
次
の
と
お
り
減
水
と
断

水
を
行
い
ま
す
。

・
減
水
区
域
と
期
間

鴨
川
全
域
-
-
j
i
-
-
:
日
月
1
日

j
3
月
初
日

経
団
用
水
全
域
:
:
:
叩
月
1
日

3，000円

30，000円

10，000円

7，156円

3，000円

10，000円

50，000円

郁子

西嶋与正

舟林久義

友田道治新角川一丁目

魚津愛育園愛護会

嗣三井自動車友の会 天神野新

北山 三郎住吉

石崎昭二上村木二丁目

魚津保育園職員一同

さんふれんど加積庖

ユニー側魚津庖

全日本プロレスリング(械

代表氷j原造

良行

勇夫

金浦町

谷池

1
3
月
日
日

-
断
水
区
域
と
期
間

鴨
川
流
域
の
横
枕
・
袋
・
六
郎

丸
地
内
:
:
・
:
:
:
:
:
叩
月
1
日

1
3
月
初
日

天
神
野
用
水
全
域
:
・
日
月
1
日

j
3
月
日
日

V
間
合
先

富
山
県
魚
津
農
地
林
務
事
務

所
耕
地
課
企

μー

5
3
1
1

(
内
線
4
4
2
)

市
役
所
へ
は

直
通
電
話
を
/

市
役
所
の
電
話
は
、
各
課
へ

直
接
つ
な
が
る
回
線
に
な
っ
て

い
ま
す
。
時
間
短
縮
の
た
め
に
も

直
通
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
課
番
号
表
の
必
要
な
方
は

市
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い

。

宮

幻

|

1

0

1

8

4，000円

3，049円

31，130円

100，000円

50，000円

50，000円

5，000円

200，000円

自
治
大
臣
へ
の

提
案
フ
ァ
ッ
ク
ス

だ
く
た
め
、
「
自
治
大
臣
へ
の

提
案
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

-
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

0
3ーー

3
5
8
1ーー

6
9
8
7

・
受
付
時
間
午
前

9
時
j
午

後

6
時
(
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
)

・
間
合
先
自
治
大
臣
官
房
広

報
室
広
報
係

宮
ω
l
3
5
9
1
1
0
2
7
9

自
治
省
で
は
、
広
く
国
民
の

皆
さ
ん
か
ら
、
地
方
公
共
団
体

や
地
方
自
治
に
関
す
る
制
度
を

は
じ
め
、
地
方
税
、
地
方
財
政

選
挙
制
度
な
ど
、
地
方
行
政
に

対
す
る
積
極
的
な
提
言
を
い
た

-市政判

-キャコ

案内)i 

-求人ラ

職業苦

-税務ラ

室富U

-健康ラ

協会)

月 スポーツと心臓の関係

火 胎児性アルコール症候群

7.k 妊婦とスポーツ

木 虫歯の予防とフッ素

金 ディサービスの利用について

土・日 サラリーマンのうつ病

電話情報

血

100，000円

お菓子、日用品、その他

砂社会福祉基金として

側ハリカ魚津底 上村木一丁目

西村孝平新潟県

西村八重東京都

上里キクイ 釈迦堂一丁目

大場

中村

50，000円

50，000円

3，000円

10，000円

500，000円

500，000円

50，000円

100，000円

100，000円

50，000円

100，000円

30，000円

3，000円

木

同
口丁

木

木

島

吉

町

二
袋

町

村

村

吉

住

東

本

相

平伝寺

出

経団西町

六郎丸

西尾崎

ケ

政光

黒瀬ファミリ一

八倉巻俊男

浦崎葉子

砂物品預託

(械ノースランド

加藤

金谷

(有)魚津鋲金

米国

(制松本正道

後藤

水白

くさ

清治

操

日百

った

手IJi台

長谷川

山根



一
一
一
館
ル

白
書
叫

附
図

Z

ゆ
っ
く
り
と

各
駅
停
車
本
の
旅
⑦

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

政

権

奪

回

論

橋

本

竜

太

郎

大

政

変

内

田

健

三

河
野
洋
平
と
小
沢
一
郎
の
大
戦
略

本

沢

二

郎

ハ
マ
コ

l
の
証
人
諌
問浜
田

幸

B
A
ω
大
好
き

家

族

の

条

件

春

日

キ

ス

ヨ

政

治

家

の

正

体

田

村

元

て
き
ぱ
き
家
事
絵
本
安

藤

和

津

〈
文
学
・
小
説
〉

ひ

と

恋

し

く

て

久

世

光

彦

風
の
よ
う
に
・
忘
れ
て
ば
か
り

渡

辺

淳

一

老
い
て
華大
宅
辻一一一火口

生
き
て
花

言
葉
が
輝
く
と
き

古
畑
任
三
郎

み
み
ず
く
の
宙
返
り
五
木

父

の

威

厳

藤

原

袖
す
り
あ
う
も
他
生
の
縁
清
水

〈
富
山
の
本
〉

筆
魂

・
翁
久
允
の
生
涯稗
田

幸邦
喜生昌

正寛
彦之

義
範

董
平

浜
也
直
美
さ
ん
(
右
)
住
吉
小

6
年

梅
原
瞳
さ
ん
(
左
)
住
吉
小
6
年

ふ
た
り
は
、
い
つ
も
仲
よ
く
遊

ん
で
い
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。

直
美
き
ん
は
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
。

瞳
き
ん
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
い
ま
す
。

大
き
く
な

っ
た
ら
何
に
な
り
た

い
?
と
い
う
質
問
に
、

2
人
と
も

ウ
j

ン
:
・
と
考
え
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
夢
が
い
っ
ぱ
い
の

2
人

で
す
。

ピ魅
I ~せ
タごて ら
I ~o れ

えタ 1 
5E7L 
トて ! 
の」辻ル
s ~ 
クo ~ 
N 
G 

R
U

ハU
ハU
V
A

O

N
州

O

N

福

山

雅

治

ラ
フ
カ

ッ
ト
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

久
宝
留
理
子

M
O
T
I
O
N
 

大

黒

摩

季

S
T
O
P
 

心
の
ま
ま
に
シ
セ
ル
・
シ
ル
シ
ェ
ブ
ー

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

伍

代

夏

子

貸
し
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま

で
(
∞
は

1
週
間
)
で
無
料
で
す
。

4
日
(
火
)

回
日
(
火
)

回置冨週
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

映
画
ほ
し
が
り
姫
の
冒
険

映
画
つ
り
ば
し
わ
た
れ

斉

図
書
館
講
座

時
事
英
語
を
読
む
会叩
月

7
日
(
金
)

源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会
m月
9
日
(
日
)

川

柳

教

室

叩
月
ロ
日
(
水
)

古
文
書
解
読
会

日
月
日
日
(
木
)

戸
島
家
文
書
研
究
会日
月
げ
日
(
月
)

草
が
な
で
読
む
読
書
会
叩
月
お
日
(
火
)

い
ず
れ
も
午
後

1
時
初
分
か
ら
。

「
源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会
」
の

み
午
前
叩
時
か
ら
。

m月
の
お
し
ら
せ

お
日
(
火
)

対と

象き

工
作
レ
タ

l
ラ
ッ
ク

午
後
4
時
i

幼
児

i
小
学
生

石垣新で農業を営む

金盛明子さん。 1町 3

反の稲作を夫の一雄さ

んと 2人でやっていま

す。 コンパインに乗る

のは、いつも明子さん

の役目。 20数年間続け

ているだけに手慣れた

ものです。

「今年はどうにか豊

イ乍ですちゃあ」ほっとし

たような笑顔で話して

くれました。

橋

後

記

「
オ
ー
プ
ン

ま
で
待
て
な
い
」

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
今
月

は
、
ひ
と
足
お
先
に
新
川
文
化
ホ

ー
ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
文
化
ホ
ー
ル
に
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
企
画
や
運
営
が
必
要
で

す
」
と
は
、
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た

開
館
準
備
室
長
の
谷
岡
さ
ん
。

り
っ
ぱ
に
完
成
し
た
ホ

l
ル
を

有
効
に
生
か
す
か
ど
う
か
は
、
地

域
に
住
む
私
た
ち
に
か
か
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

(I
)

日
月
幻
日
に
行
わ
れ
る
洗
足
学

園
の
オ
ペ
ラ
公
演
「
へ
ン
ゼ
ル
と

グ
レ
l

テ
ル
」
に
市
内
の
小
学
生

が
出
演
す
る
と
い
う
の
で
、
練
習

風
景
を
の
ぞ
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

同
短
大
の
森
野
先
生
の
指
導
の

も
と
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
っ

た
と
い
う

5
・
6
年
生

U
人
と
短

大
生
た
ち
が
、
実
に
楽
し
そ
う
に

歌
っ
て
い
る
。
振
付
の
練
習
の
時

は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
で
し
た
が
、

歌
い
演
じ
る
喜
び
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
森
野
先
生
の
声
が
ま
た
素

晴
ら
し
い
。
音
痴
の
ぼ
く
は
こ
う

い
う
人
を
す
ぐ
尊
敬
し
て
し
ま
う
。

練
習
で
こ
れ
だ
け
楽
し
き
が
味
わ

え
る
の
な
ら
と
、
つ
い
チ
ケ

ッ
ト

を
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

(S
)

本紙は、森林資源保護のため再生紙を使用しています。

集

血
印刷/魚津印刷株式会社

口

(平成6年8月31日現在)

人口
b比)

(男)23，558人(-7) 

(女)25，502人( 18) 
計約，060人(+11) 
世帯数 14，581世帯
(外国人の登録を含む)

市の人

編集/企画広報室


